
 

ホーム 研究・開発 リサーチコラボレーション制度
 

2009年度 旭硝子リサーチコラボレーション制度 -公募型産学協同研究-

 

１．制度の趣旨 

当社が研究課題を提示し、公募審査方式により大学あるいは公的研究機関等との間で共同

研究を実施します。当社は、共同研究により得られた成果の積極的な活用を図ります。 

 

２．公募対象研究者 

国内の国公私立大学、公的研究機関等に所属する若手（概ね50歳以下）の研究者。複数の研

究者の参加によるチーム研究の場合には、代表者から応募いただきます。応募者の年齢に関

する当社のポリシーについては、こちらをクリックして下さい。 

 

３．公募対象となる研究課題 

当社が募集する研究課題は、下記の９分野です。より具体的な募集内容は、こちらをご覧くだ

さい。 

 

 1 新規なガラスまたはセラミックス材料の開発 

 2 ガラス表面の組成変成・改質と微細加工技術の開発 

 3 高温でのガラス融体と金属またはセラミックスとの界面現象の解明と非凝着化の検討 

 4 ガラス溶解窯の総合的熱収支の改善 

 5 ガラスの高温融液、高温気流の流れ・組成その場計測技術の開発 

 6 ガラスの研磨メカニズムの解明 

 7 革新的なナノ欠点検査技術 

 8 フッ素の機能を生かした新規材料開発 

 9 ガスバリア膜形成技術の開発 

 

４．共同研究の実施期間 

原則2009年内に研究を開始し、2年間から3年間。 

 

５．研究費用と使途 

当社が研究機関に支払う1件あたりの研究費用は年間2千万円以内、3年間で総額6千万円以

内を目安とします。毎年同額である必要はありません。研究機関に支払う間接経費は、総額に

含めるものとします。研究予算の計画にあたり、以下の項目を考慮して下さい。  

 ・原則ポスドク級の専従研究者1名の雇用をして頂き、その人件費を含める  

 ・装置の購入を主な使途としない 

 

６．応募書類および応募方法 

所定の応募書式を用い、指定された期間内に電子メールで研究計画提案書を提出いただきま

す。応募書式と共同研究契約の雛形は、原則として当社より電子メールにて発送します(左下

のボタンをクリックしてください)。所定の事項を記入後、提出用電子メールアドレスに送信してく

ださい(右下のボタンをクリックしてください)。応募書類の受領は、当社より電子メールでお知ら

せします。なお、応募にあたり、応募者は当社の個人情報ポリシー、未公知情報に関するポリ

シー、契約内容を含めて本人、所属研究機関および共同・協力研究者の了解を得ていることを

前提と致します。 
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７．審査と選定 

当社の技術企画室長を責任者とする社内チームが審査を行います。まず研究計画提案書の

書面審査(1次審査)を行い、次いで1次審査で選ばれた応募者に対するヒアリング審査(2次審

査)を実施します。2次審査で数件を選定し、機密保持契約を結んだ上で当社の要望を詳細に

お伝えし、それに対して2-3年の共同研究が行えると相方合意した案件について、最終的に合

計2件程度の共同研究先を選定する予定です。審査と選定の過程において、当社から研究計

画の部分的な変更を提案する場合があります。 

 

８．審査の基準 

研究計画の審査において、当社が将来研究成果を活用し得るテーマ設定であるかが重視され

ます。また、社外ならではの知恵や発想、研究設備を活かした研究計画であることが評価され

ます。当該研究分野における応募者の過去の実績は必ずしも要件ではなく、提案された研究

計画の内容と、応募者の研究意欲や熱意、将来性を重視します。 

 

９．応募の秘密 

当社は、応募者の個人情報を審査と研究協力にかかわる目的以外に利用することはありませ

ん。個人情報保護に関する当社のポリシーについては、こちらをクリックして下さい。 

応募書式に記入された内容、およびヒアリング審査における聴取内容は、当社内部で審査の

目的のみで扱われますが機密保持契約は行いませんので当社に開示できると判断した情報

のみを御開示願います。権利化されていない未公知の技術情報の開示を当社が受ける場合

のポリシーについては、こちらをクリックして下さい。 

 

１０．審査結果の通知 

応募者に対し、電子メールで審査結果を通知します。 

 

１１．共同研究契約の締結 

研究開始に先立ち、最終選定された応募者が所属する研究機関と当社の間で、共同研究契

約を締結します。契約の内容は、原則として応募時にお送りする当社が定める雛形によるもの

とします。ただし、合理的な理由があり両者協議の上合意したときは、これを変更することがあ

ります。なお、共同研究契約が調わない場合には、原則として選定が取り消されます。 

 

１２．共同研究の成果物の帰属 

共同研究の成果として得られた知的財産権の取扱いや取得した研究設備の帰属等について

は、共同研究契約において取決めることとします。ただし、知的財産権は共有を原則とし、その

出願費用（海外出願を含む）はその帰属割合によって按分して相方負担するものとします。 

 

１３．共同研究契約の公表 

共同研究契約締結後、応募者と所属研究機関の承諾があれば、当社ホームページに採択結

果を公表します。 

 

１４．研究評価 

時期と方法を定めて、当社と共同研究契約先が最低年１回、中間評価と事後評価を実施しま

す。中間評価の結果によっては、研究計画の変更または研究の中断を行うことがあります。ま

た、毎月進捗レポートを提出頂くと共に２ヶ月に１回程度の頻度で進捗打合せをもつ事としま

す。 

 

１５．その他 

本年度に採択されなかった応募案件の中から優れた研究計画を選び、応募者に対して当社か

ら別枠にて研究費や研究材料の支援を行なうことがあります。 

過去の採択実績については、こちらをご覧下さい。 

 

１６．本年の応募/審査スケジュール予定  

  

 ・応募書類提出期限  7月31日
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[ お問い合わせ ] 

 

・メールお問い合わせ用アドレス：asahi-collaboration@agc.co.jp 

 

・担当者 

 技術企画室 佐藤 誠 ・鈴木 

〒100-8405 千代田区有楽町1-12-1新有楽町ビル Tel.03-3218-5395 

 

以上

 ・書類審査結果の通知  9月上旬頃

 ・ヒアリング審査  9月下旬頃

 ・ヒアリング審査結果の通知  9月末頃

 ・ＮＤＡ終結と詳細な共通研究計画の打合せ  10月中旬頃

 ・最終審査結果の通知  10月末頃

 ・研究計画の調整ならびに共同研究契約の締結  11月末日まで

 ・共同研究の開始  12月初旬目標
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